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独立行政法人国立病院機構 高崎総合医療センター

【理念】

患者さんから信頼される病院を目指します

【基本方針】

●常に患者さん本位の医療を心がけます

●研鑽に励み、安全で良質な医療を提供します

●医療連携を積極的に推進し、地域医療に貢献します

●良き医療従事者の育成に努めます

●臨床研究を推進します

●健全な病院経営を行います

【看護の理念】

人間の尊厳を大切にし、専門的な知識、技術を持ち、心のこもった看護を提供します

【患者さんの権利を守ります】

●誰でも良質で安全な医療を受ける権利があります

●患者さんの人格や価値観が尊重され、医療提供者との相互協力のもとで医
療を受ける権利があります

●病気、治療等について、十分な説明を受ける権利があります

●他の医師の意見(センカンドオピニオン)を求める権利があります

●病気等について十分な説明を受けたうえで、自分の意志で検査や治療方法
を選択したり、他の医療機関を選択する権利があります

●医療情報に関する個人のプライバシーが守られる権利があります

～第９回 登録医大会の開催にあたり～

〒３７０-０８２９ 群馬県高崎市高松町３６
代表(TEL)０２７-３２２-５９０１

地域医療支援･連携ｾﾝﾀｰ(TEL)０２７-３２２-５８３５
(FAX)０２７-３２２-５９２５

院長 石原 弘

ご多忙の中、第９回高崎総合医療センター登録医大会にたくさんの先生方のご出席を
いただき心より感謝申し上げます。
本年の秋より前橋市医師会の一部の先生方にも登録医になっていただき、現在、医科
484名、歯科135名の先生方に登録医になっていただいております。日頃より当センターの
運営につきましても、登録医の先生方のご理解、ご助言のおかげをもちまして円滑に進ん
でいると思っております。
昨年度はチーム医療の充実を目指して、４つの臓器別センターを立ち上げましたが、本
年度も１１月より心臓・脳血管カテーテル治療センターを立ち上げ、血管内治療の更なる
充実を図っていく所存です。また、地域医療連携室を地域医療支援・連携センターとして
内容の充実を図っていこうと思っております。
登録医大会は登録医の先生方と当センター職員との直接交流できる貴重な機会です。
当日は、登録医の先生方、当センターの職員あわせて300人以上の会となりました。今後と
もよろしくお願い致します。
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第９回 登録医大会報告

地域医療支援・連携センター
センター長 佐藤 正通
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第９回 高崎総合医療センター登録医大会を終えて

平成２５年１１月１８日、第９回目となります高崎総合医療センター登録医大会を、過去

最大である３００名を超える医師そして関係各位の方々のご参加により開催させて頂きまし

た。この度の登録医大会では碓氷・安中、旧群馬郡、高崎地域を中心に、藤岡、富岡そし

て前橋地区からも登録医の方々にご参加頂き、かくも盛大に開催できたことは、地域医療

を支える先生方の医療連携へのご理解の賜と受け止めております。

当センター登録医大会が、群馬県西毛地域における顔の見える連携を目指した、専門

診療領域や世代を超えた医師同士による交流、懇親の良い機会となることが、地域医療

水準向上や安心安全な医療提供の糧となることを切に願っております。登録医大会中に

ご挨拶頂きました有賀長規高崎市医師会会長から高崎安中地域連携会議、そして実務

者会議について暖かい激励のお言葉を頂いたことは高崎総合医療センター地域医療支

援・連携センターを主催する私共にとっては大きな励みであり、今後も地域医療機関の皆

様と共に同会議が医療連携推進のための勉強、検討や発表の場として、また新規連携事

業発信の場として機能できるよう精進して参る次第にございます。

この度の登録医大会では院内２領域の専門診療科よりセンター設立について御報告さ

せて頂きました。当院では平成２４年度より専門診療域の集約化とチーム医療の推進、そ

して地域医療支援病院として、ご利用される登録医の先生方の利便性、迅速性を担保す

ることを目的に各領域のセンター化を推進しております。この度報告させて頂いた専門領

域を含めまして現在高崎総合医療センターには以下に示します５つの専門領域別診療セ

ンター及び、中央診療部門として、地域医療支援・連携センターがございます。

○消化器病センター 平成２４年４月 設立

センター長：小川哲史 統括診療部長

○乳腺・甲状腺センター 平成２４年４月 設立

センター長：鯉淵幸生 第二外科系診療部長

○放射線画像診断センター 平成２４年４月 設立

センター長：根岸 幾 放射線診断科部長

次ページへ
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（つづき）
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ここにお示し致しましたセンター群では保険診療として行政的に標準化された最新の

治療を、必要とされる地域の皆様方へ、そして標準化前の段階では治療研究の一環とし

て医学倫理に則した形で利用者の同意に基づき提供して参ります。このような診療を地

域において継続していく上で必要とされる基盤は、地域人口に則した地域内医療資源

量とこれを繋ぐ地域医療連携であると考えております。これら各領域別センター化の他に

も２５年度事業としてCOPD地域連携パスの設計を当センター各部門、そして地域内有

志の先生方と協働で取り組んでおります。平成２６年1月の地域連携会議においてご報

告させて頂く予定であります。

地域医療連携。始まりはちょっとした対話なのだと思います。そこにあるお互いの姿勢

がより建設的であるほど連携事業は発展して参ります。お互いの立場を理解した相互尊

重の態度こそがチーム医療の上でも医療連携の上でも望まれております。医療機関は

違えども地域は一つ、地域に住まう人々の安寧によってもたらされる地域の活力、そして

人としての幸せ、これを求めて我々医療人の英知が強く社会から求められる時節でもあり

ます。高崎総合医療センターはこれからも地域医療を担う先生方と共に歩む姿勢を大切

にして参ります。

前ページより

○放射線治療センター 平成２４年４月 設立

センター長：北本佳住 放射線治療科部長

○心臓・脳血管カテーテルセンター 平成２５年１１月 設立

センター長：広井知歳 循環器内科部長
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第９回登録医大会アンケート結果

その他のご意見
「予約で行っているのに待ち時間が長くて疲れてしまう」と患者さんに言われました。
患者さんが多くてお忙しいのは理解できますが高齢の患者さんにとっては大変のようです。よろしくご検討下さい。

外来予約も検査予約も時間がかかるのが残念です。

いつもお世話になっております。ありがとうございます。

前橋の開業医なのですが、今ひとつ病院機能がわかりませんでした。今まで２人くらいしか紹介した事がないのです
が、どうしたら予約がとれるのか、診て頂けるのかがわかりません。市外の医者にもわかるようにアナウンスお願いし
ます。
登録医システムを持っているのも知らなかった（うすうすそうだろうなあとは思ってましたが）

貴センターから都合で他（例えば群大）に転院した場合、その先の様子（診断）を知りたい。

全体的に、みなさん良くやっていると思います。(1)の「時間がかかる」「予約がわかりにくい」「書類が多い」のように、
紹介の簡潔化を再考していただければと思います。
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お茶を飲みながら
病気のことや日々の生活のことなど

お話しませんか？

とき：平成25年 4月26日（金） 5月24日（金）
6月28日（金） 7月26日（金）
8月23日（金） 9月27日（金）

10月25日（金） 11月22日（金）
12月20日（金）

平成26年 １月24日（金） ２月28日（金）
３月28日（金）

毎回 13時 30分 ～15時 30分

ところ：※開催場所が、下記に変更となりました。
高崎総合医療センター2階,Ｆブース３０番の診察室。

●当院へ駐車の場合、駐車料金（４時間まで２００円）がかかります。

ご了承下さい。さろんについてのお問い合せは、高崎総合医療センター
癌相談支援センターまでお願い致します。
電話：027-322-5901(病院代表)

当日は、高崎総合医療センター相談支援センター

の看護師やソーシャルワーカーも参加いたします。

当センターでは、
毎月1回がんさろん
を開催しております。
がん患者さんやその
ご家族に、ご自由に参
加して頂いております。
事前の申し込みも特に
必要ありません。

皆さまのご参加
をお待ちしており
ます。

業務用

階段

外来 外来 外来
検査科

検査科

ED F

30

レストラン 売店
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市民健康医学講座報告

形成外科 内田 悦弘
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１１月２０日の市民健康医学講座では、「正しい傷の治し方～最新の治療法を含め
て～」というテーマでお話をさせて頂きました。昨年度講演をさせて頂いたテーマであ

る「正しい傷のケア」の続編として、さらに内容を分かりやすく整理し、最新の治療法を

含めて実際の症例を供覧しながら以下の６項目に絞ってご説明をさせて頂きました。

傷はどうやって治るの？

様々な傷を浅い傷と深い傷に分けて、肉芽形成⇒上皮形成という過程で傷が治って

いくことを説明致しました。

傷のケアの方法～湿潤療法の考え方から～

傷を語る上で欠くことのできない、湿潤療法についてご説明致しました。創傷治癒の

ための環境づくり、湿潤環境づくりの重要性についてお話をさせて頂きました。

・傷は水道水やシャワーで石鹸を用いてよく洗うこと

・適切な軟膏や被覆材の選択を行い、傷の湿潤環境を保つこと

・傷にかさぶたを作らない、乾かさないこと

以上は、創傷治癒の上で重要であることを繰り返しご説明致しました。

創感染について～消毒って必要？～

傷に対して基本的には消毒は不要であり、創感染を起こさないためには洗浄や感染

源のデブリードマンが必要であることをご説明致しました。

創傷に応じた外用薬・創傷被覆材の選択について

創部の状態を把握し、創傷治癒の進行に合わせて適切な時期に、創傷の湿潤状況

に応じた創傷被覆材や外用薬を選択することが重要であることをご説明致しました。

最新の治療法について

最新の治療法として、細胞増殖因子製剤、人工真皮、局所陰圧閉鎖療法について

ご説明致しました。深い創や範囲の広い創に対しては、これらの治療法を併用するこ

とは治療期間の短縮に有効であることをご説明させて頂きました。

「正しい傷の治し方～最新の治療法を含めて～」

次ページへ
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市民健康医学講座報告（つづき）
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外傷・熱傷の治療

外傷、熱傷について初期治療のポイントをご説明致しました。外傷性刺青（いれ

ずみ）を残さないために初期治療が大切であることをお話させて頂きました。やけど

に関しては、範囲が狭い場合は深度が深くならないように冷水で十分に冷やしてか

ら医療機関を受診することが大切である点をご説明致しました。

最後に、実際の症例写真を数多く供覧しながら、治療経過を追ってご説明をさせ

て頂きました。適切な治療を行い傷をより早く治すことができれば、傷あとも目立ち

にくくなります。当科と致しましてはこれからも個々の傷に対して最善の治療法を提

供していきたいと考えておりますので、気軽にご相談を頂ければと思います。

前ページより

ご案内

「在宅・施設で

胃ろうカテーテル交換を行います」

ぐんま栄養療法ネットワーク・高崎では自宅で療養している患者や介護施設な

どに入所している患者に訪問して胃ろう交換を行います。

ご希望の方は主治医とご相談の上、下記までご連絡下さい。

訪問日：毎月第３火曜日 午後 （事前予約制）

連絡先：高崎総合医療センター

地域医療支援・連携センター

直通電話：０２７-３２２-５８３５（８：３０～１７：００）



医療機器共同利用のご案内
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～医療機器共同利用について～

独立行政法人国立病院機構 高崎総合医療センター

当センターで保有しています医療機器を、地域の医療機関の先生方にもご利
用いただき、患者さんの診療および治療に役立てていただくため、医療機器の
共同利用を行っています。
このシステムのご利用にあたり、手続きが必要です。手続きに関するお問い

合わせは、地域医療支援・連携センターまでご連絡ください。

＜お問い合わせ＞
地域医療支援・連携センター 直通電話 027-322-5835
（平日 8：30～17：00の間） 直通ＦＡＸ 027-322-5925

　○検査項目一覧
通常撮影の他に

脳血管

・CTAngio 胸部大動脈

腹部大動脈

下肢血管

・CTコロノグラフィ 大腸

・Dual Source CT

通常撮影の他に

・MR　Angio 脳血管

冠動脈

・MRトラクトグラフィ

・MR　VSRAD

・MRS

・MRCP

脳血流シンチ IMP

・頭部 ECD

神経受容体 ベンゾダイン

・甲状腺 ヨード摂取率

副甲状腺 MIBI

・肺 換気 Kr

血流 MAA

・心臓 安静心筋 Tc・MIBG

薬物負荷心筋 Tc

心筋脂肪酸代謝 2核種

・腹部 副腎皮質 アドステロール

副腎髄質 I-123MIBG

腎臓

・全身 骨

ガリウム

※　核医学の検査項目は実施できる曜日が限られております。キャンセルが出来ません。

　　事前準備が必要な場合がございますので、予約の際に当センター放射線技師が対応いたします。

CT

MRI

核医学検査



CT検査 聴器について

３Ｄ表示では、
耳小骨なども立体的に観察可能となります

検査時間は単純撮影で約１０分
料金は３割負担で約６０００円となります

適応疾患：中耳炎、耳小骨骨折、真珠腫、側頭骨骨折 など

横断像

矢状断像

冠状断像

CT検査は骨構造の描出に優れ、中でも聴器領域は
0.3mmスライス厚での収集を行い、高分解能画像を提供します
聴器（耳小骨）、側頭骨など微細な構造の描出が可能です

頭蓋骨＋耳小骨３Ｄ表示 耳小骨３Ｄ表示

10mm
5mm
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セカンドオピニオンのご案内

当センターではセカンドオピニオン外来を実施しております。
概要につきましては以下のとおりです。

◆◇対象患者さん◇◆

・現在当センター以外の医療機関で診療を受けている患者さん、ご家族
・現在の主治医（他医療機関）の診断及び治療方針について、当センター医師に参
考意見を求め、患者さんご本人が自らの疾患をより理解し適切な診療を選択する
等の為に、セカンドオピニオン外来の活用を望む方

・原則として主治医（他医療機関）からセカンドオピニオンを目的とした紹介状及
びフィルム等の検査資料を当院に提供可能な患者さん、ご家族であることを要し
ます （主治医にセカンドオピニオンを受けるための紹介状等をお願いすれば対
応してもらえます）

・相談者がご家族の場合は、原則として患者さんの同意を得た場合といたします

◆◇実施診療科◇◆ 【各科の専門医が対応いたします】

内科・神経内科・精神科・呼吸器内科・消化器内科・循環器内科・小児科
外科・乳腺、内分泌外科・整形外科・脳神経外科・呼吸器外科・心臓血管外科
皮膚科・産婦人科・泌尿器科・眼科・放射線診断科・放射線治療科・歯科口腔外科

◆◇予約方法◇◆

＊完全予約制です

受付時間 月曜～金曜 ８時３０分～１７時の間

※ 精神科の受付時間は 月曜～金曜 ８時３０分～１２時迄となります

事前にご予約電話を受け付け、担当専門医と日程調整を行った後に折り
返し当センターより連絡させて頂きます

代表 ０２７―３２２―５９０１ にお電話頂きセカンドオピニオン係と
お申し付け下さい

◆◇セカンドオピニオン外来時間◇◆

月曜～金曜 １３時３０分から１５時３０分の間で調整
（診療科によって曜日は異なります）

◆◇費用◇◆

３０分 ５，２５０円（税込）とし、１回 １０，５００円が上限となります



セカンドオピニオン外来担当表

独立行政法人国立病院機構 高崎総合医療センター

科 名 医 師 名 専 門 曜 日

内科 佐藤 正通 内科全般、血液内科 火曜日

精神科 井田 逸朗 メンタルヘルス 木曜日

神経内科 石黒　幸司
神経内科学、神経内科一般、水頭症の診断
と治療

金曜日

茂木 充 呼吸器全般 金曜日

清水 雄至
呼吸器全般、アレルギー疾患（眼･鼻･皮膚･
眼除く）

火曜日、金曜日

高木　均 肝臓、胆、膵臓 火曜日、水曜日

工藤　智洋 食道、胃、大腸 火曜日、木曜日

長沼　篤 消化器病一般、肝臓病 木曜日

佐々木 豊志
冠動脈ｲﾝﾀｰﾍﾞﾝｼｮﾝの適応、ﾊﾞｲﾊﾟｽ手術の
適応、浸襲的治療の可否、循環器全般

金曜日

広井　知歳 狭心症・心筋梗塞の治療（カテーテル治療） 金曜日

小児科 五十嵐　恒雄 小児科全般・未熟児・新生児 水曜日

小川　哲史 消化器外科全般、特に悪性腫瘍の手術 木曜日

饗場　正明 消化器外科全般 水曜日

坂元　一郎 消化器外科全般 水曜日

乳腺・内分泌外科 鯉淵　幸生 乳癌全般・甲状腺外科 月曜日、火曜日、水曜日

整形外科 新井 厚 脊椎･脊髄疾患、整形外科全般 月曜日

栗原　秀行 脳・脊髄腫瘍、脳神経外科全般 火曜日

笹口　修男 脳血管障害 木曜日

呼吸器外科 菅野 雅之 肺癌、縦隔腫瘍、呼吸器外科全般 木曜日

心臓血管外科 坂田 一宏
心臓血管外科全般（小児などの先天性疾患
は除く）

木曜日

皮膚科 龍崎 圭一郎 皮膚外科、皮膚腫瘍 火曜日

産婦人科 伊藤 郁朗 婦人科腫瘍、緩和ケア 火曜日、金曜日

眼科 土屋 明 眼科全般（眼腫瘍を除く） 水曜日、木曜日、金曜日

根岸 幾 画像診断ＣＴ･ＭＲ中心 木曜日

佐藤　洋一 画像診断ＣＴ･ＭＲ中心 火曜日

放射線治療科 北本　佳住 悪性疾患の放射線治療 金曜日

歯科口腔外科 高崎　義人 口腔外科全般、顎変形症、インプラント 月曜日、水曜日、木曜日

脳神経外科

画像診断科

セカンドオピニオン外来　医師別対応表

呼吸器科

消化器科

循環器科

外科
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独立行政法人国立病院機構 高崎総合医療センター

医師 紹介コーナー

当センターの医師を紹介します

麻酔科(歯科) 坂本 豊明（さかもと とよあき）

麻酔科 田中 満理恵（たなか まりえ）

初めまして。平成２５年１１月から高崎総合医療センター麻酔科で勤務しております、

田中満理恵と申します。

静岡県出身で、群馬大学医学部を卒業後、平成２５年１０月までは初期臨床研修

医、シニアレジデントとして、群馬大学医学部附属病院に勤めておりました。

また、一児の母でもあり、休日は育児に追われておりますが、子供の成長の速さに

日々驚かされています。

患者様にとってより良い麻酔を提供出来るよう、日々精進して行きたいと考えており

ます。どうぞ宜しくお願い致します。

初めまして、平成２５年４月より高崎総合医療センター麻酔科でお世話になっている

坂本豊明と申します。東京歯科大学に所属しておりましたが、４月よりこちらの麻酔科

でお世話になることとなりました。

様々な症例の麻酔を経験させていただいており、日々勉強させてもらっています。
不慣れなこともあり、先生方に助けていただいてばかりですが、多くのことを吸収し活
かしていくよう頑張りたいと思っております。
どうぞ宜しくお願い致します。
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独立行政法人国立病院機構 高崎総合医療センター

登録医 ご紹介コーナー

当センターの登録医の先生をご紹介します。

岡村胃腸クリニック

【院 長】岡村慎也

【所在地】高崎市東町２８－１

【電 話】０２７－３１０－１２１１

【診療科】消化器内科・内視鏡内科
肛門内科・内科

◎ご挨拶（紹介リーフレットより）

【院 長】吉浜豊

【所在地】高崎市鶴見町９－３

【電 話】０２７－３２２－５８６５

【診療科】内科・消化器科・小児科

◎ご挨拶（紹介リーフレットより）

吉浜内科小児科クリニック

岡村慎也 院長

吉浜豊 院長

地域の皆様が安心してお掛かり頂ける、専門的な消化器のクリニックです。
患者様が苦痛なく質の高い診断と治療を行うよう心掛けています。
苦痛の少ない胃・大腸内視鏡検査および治療を行っております。大腸ポリー
プ切除は日帰りで行っています。

国立病院機構高崎総合医療センターの地域医療支援病院登録医の吉浜豊
（よしはまゆたか）です。
地域医療のサテライトクリニックとして高崎総合医療センターと連携しながら外
来診療、往診、看護を行ってまいります。



独立行政法人国立病院機構 高崎総合医療センター

高崎総合医療センター 外来診療担当表
（平成２５年１２月１日現在）
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当センターは、地域医療支援病院として運営しております。
かかりつけ医の先生からの紹介状をご持参願います。

リウマチ外来

内視鏡検査

緩　和　医　療　科 田　中　俊　行 田　中　俊　行 田　中　俊　行 田　中　俊　行

泌　尿　器　科 （牧　野　武　雄） （高　橋　　悟） （松　井　　強） （牧　野　武　雄） （牧　野　武　雄）

ストーマ外来 第２・４週目午後のみ：予約 第１・３・５週目午後のみ：予約

外　　　科

坂　元　一　郎
[消化器] ＜手　術　日＞

饗　場　正　明
[消化器]

小　川　哲　史 清　水　　尚

宮　前　洋　平 茂　木　陽　子 戸　谷　裕　之

宇都宮　朋宏
午後のみ：紹介・予約

神　尾　綾　乃
午後のみ：紹介・予約

宇都宮　朋宏
午後のみ：紹介・予約

宇都宮　朋宏
午後のみ：食物負荷

五十嵐　恒雄
午後のみ：紹介・予約

佐藤　幸一郎
午後のみ：紹介・予約

宮　川　陽　一
午後のみ：紹介・予約

奥野　はるな 宇都宮　朋宏

橋　本　真　理
午前のみ：紹介・予約

五十嵐　恒雄
午後のみ：紹介・予約

奥野　はるな
午後のみ：紹介・予約

佐藤　幸一郎
午後のみ：紹介・予約

小　林　美　帆
午前のみ：紹介・予約

須　藤　　　哲

小　児　科

奥野　はるな 宮　川　陽　一 神　尾　綾　乃
乳児検診・一般

宮　川　陽　一 佐藤　幸一郎
五十嵐　恒雄
午前のみ：紹介・予約

佐藤　幸一郎 五十嵐　恒雄
午前のみ：紹介・予約

精　神　科
井　田　逸　朗 井　田　逸　朗 井　田　逸　朗 井　田　逸　朗 井　田　逸　朗

須　藤　　　哲 須　藤　　　哲 須　藤　　　哲

静　　毅　人
新患のみ

齋　藤　章　宏

（金　澤　紀　雄）
再来のみ

小　林　紘　生

小　林　洋　明 （金　澤　紀　雄）
再来のみ

静　　毅　人 福　田　延　昭 （本　多　忠　暁）循　環　器　内　科
（ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ外来含）

佐々木　豊志 福　田　延　昭 佐々木　豊志 佐々木　豊志 柳　澤　三　朗

齋　藤　章　宏 岩　瀬　晴　香 広　井　知　歳 静　　毅　人

（蘇　原　直　人）
午後

石　原　　弘
午後

星野 ／ 上原 工　藤　智　洋 相 馬 ／ 小 柏 高 木 ／ 宮 前 長 沼 ／ 林

林　絵理 長　沼　　　篤 工　藤　智　洋
林　絵理

新患のみ
小　柏　　　剛 上　原　早　苗 小　柏　　　剛 星　野　　　崇

原　田　直　之 相　澤　智　弘

消　化　器　内　科

高　木　　　均 高　木　　　均 宮　前　直　美 工　藤　智　洋 高　木　　　均

長　沼　　　篤 星　野　　　崇

呼　吸　器　内　科
茂　木　　　充 茂　木　　　充

予約のみ
清　水　雄　至 茂　木　　　充 清　水　雄　至

相　澤　智　弘 原　田　直　之

神　経　内　科
金　井　光　康 石　黒　幸　司 交　　　替

（再診のみ）
金　井　光　康 （櫻　井　篤　志）

（櫻　井　篤　志）
午後のみ：紹介・予約

井　上　　　誠 井　上　　　誠

内分泌代謝外来

（石　井　角　保）
午後 （道　又　敏　夫） （大　井　晋　介）

（安　部　　純）
午後：糖尿病

（川　田　悦　夫）

相　馬　宏　光 相　馬　宏　光

総合診療科・内科

佐　藤　正　通 合　田　　　史 合　田　　　史
午前：一般   午後：予約専門外来

佐　藤　正　通 佐　藤　正　通

渡　邉　俊　樹 渡　邉　俊　樹 （大　高　行　博） 渡　邉　俊　樹

月 火 水 木 金



独立行政法人国立病院機構 高崎総合医療センター

高崎総合医療センター 外来診療担当表
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（平成２５年１２月１日現在）

（注）１．受付時間は08:30～11:00迄となっております。予約の場合は、最終予約時間迄となっております。なお、再来受付機は08:15から受付しております。
　　　２．精神科の初診の患者さんは完全予約制となります。精神科外来までご連絡をしていただき、来院日のご予約をお願いいたします。
　　　３．土、日、祝日、年末年始は休診です。
　　　４．紹介状のお持ちの方、紹介事前予約の方は、地域医療連携室で受け付けております。
　　　５．学会等により、休診または医師が交替する場合があります。院内掲示をご覧ください。
　　　６．待ち時間を少なくするため予約診療をお勧めします。診療予約は、各科外来で医師にご相談ください。
　　　７．（　　）の医師は非常勤です。

当センターへ紹介の際は、地域医療支援・連携センターを
通した事前予約にご協力下さい。

（佐　藤　光　保）
紹介･予約

引　田　正　宣
紹介･予約

引　田　正　宣
紹介･予約

引　田　正　宣
紹介･予約

引　田　正　宣
紹介･予約

摂食・嚥下、口腔
ケア外来

稲　川　元　明
紹介･予約

稲　川　元　明
紹介･予約

片　山　雅　文
紹介･予約

片　山　雅　文
紹介･予約

片　山　雅　文
紹介･予約

片　山　雅　文
紹介･予約

萩　原　僚　一
紹介･予約

萩　原　僚　一
紹介･予約

萩　原　僚　一
紹介･予約

萩　原　僚　一
紹介･予約

永島　潤
紹介･予約

歯 科 口 腔 外 科

高　崎　義　人
紹介･予約

＜手　術　日＞

高　崎　義　人
紹介･予約

高　崎　義　人
紹介･予約

高　崎　義　人
紹介･予約

稲　川　元　明
紹介･予約

稲　川　元　明
紹介･予約

稲　川　元　明
紹介･予約

放 射 線 治 療 科

北　本　佳　住
紹介･予約

北　本　佳　住
紹介･予約

北　本　佳　住
紹介･予約

北　本　佳　住
紹介･予約

永島　潤
紹介･予約

永島　潤
紹介･予約

永島　潤
紹介･予約

眼　　　　　　科 土　屋　　　明 土　屋　　　明 土　屋　　　明 土　屋　　　明 土　屋　　　明

青　木　　　宏

矢　崎　　　聡 青　木　　　宏 （金　井　眞　理） 多　胡　佳　織

産　婦　人　科

伊　藤　郁　朗 伊　藤　郁　朗 矢　崎　　　聡 片　貝　栄　樹 伊　藤　郁　朗

片　貝　栄　樹 片　貝　栄　樹 (木　暮　圭　子）
＜産後検診＞

多　胡　佳　織

皮　膚　科
龍崎　圭一郎 龍崎　圭一郎

[学童外来] 午後予約 ＜手　術　日＞
龍崎　圭一郎 龍崎　圭一郎

岡　田　悦　子 岡　田　悦　子 岡　田　悦　子 岡　田　悦　子

脳　神　経　外　科 吉　田　貴　明 栗　原　秀　行 ＜手　術　日＞ 笹　口　修　男 大　谷　敏　幸

園　田　裕　之 （柳　澤　信　明）
午後

荒　　　毅

形　成　外　科 ＜手　術　日＞
（午前）

内　田　悦　弘 ＜手　術　日＞
（午前）

内　田　悦　弘

整　形　外　科

新　井　　　厚 ＜毎　週　交　替＞ 新　井　　　厚

＜手　術　日＞

大　澤　敏　久

荒　　　毅 （須　藤　執　道） 大　澤　敏　久 園　田　裕　之

呼　吸　器　外　科 渥　實　　潤 ＜手　術　日＞ 菅　野　雅　之

心 臓 血 管 外 科 ＜手　術　日＞ 山　岸　敏　治 坂　田　一　宏

小田原　宏樹
第１・３・５週目

常　田　祐　子

乳腺・内分泌外科

鯉　淵　幸　生
[乳腺・甲状腺]

鯉　淵　幸　生
[乳腺・甲状腺]

鯉　淵　幸　生
[乳腺・甲状腺]

（高　他　大　輔）
隔週

鯉　淵　幸　生
第２・４週目

小田原　宏樹 小田原　宏樹

月 火 水 木 金
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独立行政法人国立病院機構 高崎総合医療センター

行事などのお知らせ ～当センターで実施する行事等～

●●● バックナンバー ●●●

当センターのホームページより広報紙バックナン
バーをご覧いただけます。
http://www.tnho.jp/koho/index.html

■■■ 編集室より ■■■

登録医の先生方からのご寄稿・ご意見をお待ちし
ております。地域医療支援・連携センターまでご
連絡をお願い致します。

電話 ０２７－３２２－５８３５
(地域医療支援・連携センター直通)

立体駐車場

駐車場

体育館

地域医療研修センター

【出入口】

病院

【
正
面
玄
関
】

高崎総合医療センター案内図

駐輪場

ぐ
る
り
ん

【Ｃａｎｃｅｒ Ｂｏａｒｄ】
『抗がん剤選択における薬剤感受性検査の実際と応用』

日時：平成２６年１月１７日（金）１８時～

場所：当センター２階 大会議室

対象：医療従事者

【市民健康医学講座】

『ＨＩＶ・ＡＩＤＳの

現在・過去・未来』

講師：総合診療科医長 合田 史 医師

日時：平成２６年１月２２日(水)

１８時～

場所：当センター２階 大会議室

対象：一般の方、医療従事者

【がん診療連携拠点病院講演会】

『“エンド・オブ・

ライフ・ケア”を考える』

講師：がん性疼痛看護認定看護師

羽鳥 裕美子

日時：平成２６年１月３０日（木）

１８：３０～２０：００

場所：当センター２階 大会議室

対象：医療従事者

【ＣＰＣ（臨床病理示説会）】
日時：平成２６年１月２９日（水） １８時より
場所：国立病院機構 高崎総合医療センター 大会議室

No． 病棟 年齢 性別 臨床診断 担当医 紹介病院
総診 櫻井

センター 神山

呼外

センター

消内 肝硬変症（非B非C） 星野

北７ 肝細胞癌 鈴木

虚血性大腸炎

なし腹腔内出血

なし

2123 65 男性 渥實

2125 65 男性

2121 84 男性 なし

http://www.tnho.jp/koho/index.html

